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私
は
も
と
も
と
パ
レ
ス
チ
ナ
委
任
統
治
期
の
ア
ラ
ブ
現
代
史
研
究

か
ら
出
発
し
た
が
、
地
域
研
究
を
強
く
意
識
し
始
め
た
の
は
初
め
て

就
職
し
た
佐
賀
大
学
で「
ア
ジ
ア
社
会
論
」と
い
う
講
義
を
受
け
持
っ

た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
社
会
学
教
室
に
属
し
て
同
僚
は
社
会
学
と
文

化
人
類
学
が
専
門
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
研
究
者
と
し
て
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
何
な
の
か
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
専
門
は
歴
史
学
＋
国
際
政
治
学
（
ア
ラ
ブ
現
代
史
）
だ
と

ナ
イ
ー
ブ
に
答
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
僚
に
は
歴
史
学
も
政

治
学
も
担
当
教
員
が
い
る
の
で
あ
る
。
苦
肉
の
策
で
は
あ
っ
た
が
、

一
九
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
中
東
学
会
に
す
で
に
入

会
し
て
い
た
の
で
、
以
来
、
積
極
的
に
「
中
東
地
域
研
究
者
」
と
名

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ア
ジ
ア
社
会
論
」
の
講
義
で
も
地
域
研
究

を
前
面
に
出
し
、
地
域
と
し
て
の
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
中
東
を
ど
の
よ

う
に
見
る
べ
き
な
の
か
、
方
法
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
は
可
能
な
の

か
と
い
っ
た
、
学
生
に
「
地
域
」
に
生
き
る
意
味
を
問
う
よ
う
な
講

義
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
賀
大
学
在
職
中
に
国
際
文
化
会
館
の
新
渡
戸
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て

エ
ル
サ
レ
ム
に
二
年
間
、
留
学
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ
ま
で
は
ア

ラ
ビ
ア
語
を
使
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
の
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
に
も
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
世
間

で
は
「
敵
対
」
関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
人
々
が
住
ん
で
い

る
同
一
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
が
新

た
に
浮
上
し
た
。
ア
ラ
ブ
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
友
人
・
知
人
の
顔
を
一

人
ひ
と
り
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
ず
っ
と
悩
み
続
け
た
が
、
結
論
と
し

て
「
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
と

い
う
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
委
任
統
治
期
パ
レ
ス
チ
ナ
の
歴
史
的

事
実
を
踏
ま
え
、
そ
の
領
域
に
は
現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
と
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
並
立
と
い
う
政
治
的
現
実
が
存
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
呼
称
は
一
九
九
三
年
の
オ
ス
ロ
合
意
以
降
、
日
本
で
も

人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
同
一
地
域
を
違
う
名

称
で
呼
ぶ
紛
争
地
域
に
関
し
て
、
双
方
の
側
か
ら
内
在
的
に
研
究
す

る
こ
と
の
意
味
を
問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
生
半
可
な
レ
ベ

ル
で
の
「
中
立
」
的
立
場
な
ど
を
許
す
研
究
対
象
で
は
な
い
の
で
地

域
研
究
者
と
し
て
方
法
論
に
関
し
て
は
現
地
の
人
び
と
を
通
し
て
常

に
問
い
直
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
に
し
ろ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
し
ろ
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

民
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
抱
え
込
む
諸
問
題
と
向
き
合
う
と

き
に
は
研
究
対
象
地
域
は
た
え
ず
越
境
を
と
も
な
う
と
い
う
現
実
が

あ
る
。
研
究
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
も
問
わ
れ
る
。
そ
ん
な
経
験
を

経
て
、
今
は
日
本
と
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
と
の
関
係
を
歴
史
的
に

問
い
直
す
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
講
義
で
は
学
生
に
、
日
本
と

い
う
〈
場
〉
に
お
い
て
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
意
味
は
何
な
の

か
を
常
に
自
ら
に
問
い
直
し
、
地
域
に
生
き
る
個
々
人
の
具
体
的
な

姿
を
通
し
て
認
識
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
強
調

し
て
い
る
。

地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
六
年
、
大
分
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヨ
ル
ダ
ン
、

レ
バ
ノ
ン

③
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）、
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
（
国
際
関
係
論
）、
京
都
大
学
博

士
（
地
域
研
究
）

④
職
歴
…
…
在
ヨ
ル
ダ
ン
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
（
二
八
歳
、
二

年
半
）、
大
学
講
師
・
助
教
授
（
三
二
歳
、
七
年
間
）、
エ
ル
サ
レ

ム
の
大
学
研
究
機
関
研
究
員
（
三
四
歳
、
二
年
間
）、
大
学
共
同

利
用
機
関
助
教
授
、教
授
（
三
九
歳
、九
年
半
）、大
学
教
授
（
四
九

歳
、
六
年
間
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
ヨ
ル
ダ
ン
（
専
門
調
査
員
、
二
年
半
）、
イ
ス
ラ

エ
ル
（
研
究
員
、
二
年
間
）、
レ
バ
ノ
ン
（
研
究
員
、
半
年
間
）

⑥
研
究
手
法
…
…
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
参
与
観
察

⑦
所
属
学
会
…
…
日
本
中
東
学
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
イ

ス
ラ
ム
協
会
、
史
学
会
、
歴
史
学
研
究
会
な
ど

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
一
年
一
月
に
勃
発
し
た
湾
岸
戦
争
時
、

乳
幼
児
二
人
の
子
供
を
含
め
て
家
族
と
共
に
エ
ジ
プ
ト
に
一
ヶ
月

半
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
争
の
た
め
と
は
い
え
エ
ル
サ
レ
ム

と
い
う
現
地
研
究
の
最
前
線
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
九
・
一
一
事
件
で
は
護
教
論
的
な
議
論
の
是
非
を
含

む
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
語
り
方
を
問
い
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

⑨
推
薦
図
書
…
…
板
垣
雄
三
『
歴
史
の
現
在
と
地
域
学
―
―
現
代
中

東
へ
の
視
角
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
）は
、問
題
提
起
的
な「
ｎ

地
域
」
論
を
含
み
、
地
域
と
は
何
か
を
考
え
る
立
場
性
を
絶
え
ず

問
う
必
読
の
論
集
で
あ
る
。

●

─
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム

常
に
問
わ
れ
る
立
ち
位
置

臼
杵
　
陽
（
う
す
き
・
あ
き
ら
）

日
本
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
・
教
授


